
外国⼈留学⽣の
国内就職と活躍推進に向けて
―⽂部科学省「留学⽣就職促進プログラム」の実践から―
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国際連携推進機構

留学⽣就職促進プログラム推進コーディネーター
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独立行政法人 日本学生支援機構主催
令和元年度 学生生活にかかる喫緊の課題に関するセミナー



1令和元年5月1日現在

愛媛大学の規模（学生数等）

出身地別内訳（学部）



留学生の国籍 30ヵ国・地域から 289人30ヵ国・地域から 289人 34ヵ国・地域72機関 142協定34ヵ国・地域72機関 142協定学術交流協定数

愛媛大学の外国人留学生数と国籍

とくに、タイ・マレーシア・ベ
トナム・インドネシア・バング
ラデシュの留学生が多い
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【平成30年度卒業予定プログラム受講生（第11期生）の内定実績】

受講生：18名 （就職内定14名，進学2名，帰国2名）

就職内定：14名 国籍：中国，イエメン共和国，インドネシア，韓国，ベトナム，マレーシア

所属：理工学研究科，法文学研究科，工学部，法文学部，農学部

内定先企業：県内４社 井関農機株式会社，株式会社NPシステム開発，株式会社トップシステム，村田宝飾株式会社，

県外１０社 アルファグループ株式会社，川研ファインケミカル株式会社，株式会社共和，極東興和株式会社，住友電装株式会

社，株式会社中央コンタクト，株式会社ニチリン，日本高周波鋼業株式会社，日立アプライアンス株式会社，ヤマウチ株式会社

プログラム受講生の就職状況

◆第1期生（H20年度卒）～第11期生（H30年度卒）
受講生 139名
就職者 91名

県内就職率 59％
（国内就職者 83名、県内就職者 49名 ）

◆愛媛大学の留学生就職支援
平成19年度～ 経済産業省採択事業

「アジア人財資金構想」
平成23年度～ 愛媛大学「世界と協働できる

グローバル人材育成プログラム」
平成29年度～ 文部科学省採択事業

「留学生就職促進プログラム」

卒業生の
4人に1人が受講
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“オールえひめ”による協働実施体制

愛媛県

地域住民・
Jサポートボランティア

愛媛県国際交流協会・
NPO法人ワークライフ・コラボ・

えひめ若年人材育成推進機構

COC+
協議会

COC企画
運営部留学生就職促進プログラム協議会

愛媛大学
教育・学生
支援機構

愛媛大学
国際連携
推進機構

愛媛大学
社会連携
推進機構

外部評価
委員会

県内他大学 愛媛県内11大学
で構成する

大学コンソーシアム
えひめ

情報分析、後援、政策との連動
インターンシップ受入・採
用、プログラムへの参画、
協力企業の増大

取組の企画・実
施への協力、大
学・地域連携の
中間支援

愛媛県の風土・
文化・生活様式
の 理 解 に つ な
がる文化交流

インターンシップ共同実施、
日本語教育科目等の相互受講

サポート協力企業・
県内経済団体

四国国立大学協議会（5
大学）、四国地区大学教
職 員 能 力 開 発 ネ ッ ト
ワーク(SPOD)（32校）

内部評価
委員会

愛媛大学地域共創コンソーシアム会議

愛媛県国際交流協
会・NPO法人・一般
社団法人 ３団体

県内経済団体

５団体
愛媛県

経済労働部

地域共創コンソーシアム

留学生就職促進プログラム推進室

（＊連携団体は本プログラムの参画機関を表記）

◆既設の「共創コンソーシアム会議」の下に「留学生就職促進プログラム協議会」を設置

◆２０１９年５月には愛媛県の呼びかけにより 「愛媛県外国人材雇用・共生推進連絡協議会」を発足
構成メンバー：国・県・市町の１２部門および経済団体・国際交流協会・留プロ推進室等９団体 4



受講生データ
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愛媛大学のプログラムにおける特色

・社員と学生との学び合いや協働の機会
・日留合同インターンシップや社員の学びも

ねらいとしたwin-winインターンシップ
・ダイバーシティ活用に関するセミナー

外国人社員の早期離職
キャリア形成に対する本人と企業の
考え方の相違

外国人材採用に対する
敷居の高さ
小規模企業の抱える心理的・経済的負担

プログラム受講者数の伸び悩み
専門科目との両立の難しさ、時間外学習の不足

・多層的な日本語教育
・e-learning教材の提供等、修学環境に合わ
せたプログラムの提供

企
業
の
課
題

大
学
の
課
題

・日本企業理解から就業力獲得までをめざす、
段階的キャリア教育の実施

・ダイバーシティ環境での協働について学ぶ、
留学生と日本人学生の合同授業

課題解決と就職率向上をねらいとした
本事業で展開する特徴的な取組

過去10年間の取組で明らかとなった課題

取
組
①

取
組
②

取
組
③

課
題
①

課
題
②

課
題
③

【着想】 愛媛の大学や企業が抱える外国人材に対する課題を解決し、“留学生の日本就職者数を倍増する”
とともに、県・企業・地域の連携を強化し、“愛媛全体の留学生を含む若年人材の活用促進”につなげる。

教育内容

ビジネス日本語教育

インターンシップ

キャリア教育
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理系学生向け日本語科目の開設
の他、受講生全員が卒業までに
「日本語能力試験」「ビジネス日本
語能力テスト」の高スコア獲得を目
標に、e-learningや補習教材を併用
し、効果的・持続的な日本語学習を
進める。

【学習意欲を高めるために】
・JASSO、JEES奨学金

・スマホ対応自主学習教材

低学年から段階的に、企業の社員
との関わりを通して、愛媛の文化・
産業、魅力的な企業の戦略等を学
び、外国人材が日本企業から求め
られている役割について理解する。

【授業題目の例】
「留学生と日本人学生が共に学ぶ

地域ビジネス戦略入門」
「留学生と日本人学生が共に学ぶ

組織開発理論とその実践」

キャンパスと職場を行き来するも
のから長期研修型のものまで、目
的や到達目標を明確にしたイン
ターンシップに参加し、企業文化理
解や人間関係構築の経験を積む。

【インターンシップの提案】
課題解決型、業務遂行型、その両
方を含むハイブリッド型等のイン

ターンシップモデルを企業に提案、
10日間以上の研修を実施

インターンシップ

地元企業・地域における外国人材活躍の促進
プログラムへの参加・留学生の受入れを通じて、企業内グローバル化の促進・研修担当社員のスキルアップをはかる

“留学生と企業をつなぐ” プログラムの内容

キャリア教育ビジネス日本語教育
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“ともに人材を育てる” ― 大学と企業との協働の形

留プロ

「サポート
協力企業」

205社
（2019年9月）

愛媛大学留学生就職促進プログラム推進室（愛大留プロ推進室）

愛媛大学 国際連携推進機構・社会連携推進機構・教育・学生支援機構・各学部等部局横断型全学組織

「高度外国人材」育成を通じた

愛媛地域・企業の「世界の成長を愛媛に呼び込む」力の強化
「育成人材の就職先：留プロサポート協力企業等」

キャリア
教育

プログラム

インターン
シップ

・プログラム

• 学生とOB⽣OG
の交流会

• 海外進出企業
参加授業

• 企業見学ツアー
• 就業体験研修

・留学生と日本人
学生の協働等、
多様なインター
ンシップ

・留学生対象
合同企業説明会

• 学生と社員の
協働プロジェクト
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サポート協力企業へのアンケート結果

サポート協力企業数

205社
2019年度9月

9



１年生 ２年生 ３年生 ４年生

ビジネス
日本語教育

E-learning学習併用によるJLPT対策学習

キャリア教育

インターンシップ
＊10日間2回

留学生と日本
人学生が
共に学ぶ

地域ビジネス戦
略入門
【発展】

留学生と日本人
学生が共に学ぶ
組織開発理論と

その
実践【実践】

日本語E１
（３科目）

日本語E１
（３科目）

日本語E２
（３科目）

日本語E２
（３科目）

JLPT_N1対策講座＆受験
BJT対策講座＆受験

BJT対策講座＆
受験

JLPT_N1対策講座＆受験
BJT対策講座＆受験

共通教育科目
（単位付与科目）

留学生と日本人
学生が共に学ぶ
日本企業理解

【導入】

アカデミック
ジャパニーズ４

自己表現

愛媛の企業
企業を

見つける

ビジネスマナー

就職情報収集

よく分かる
入社試験

自己分析＆エ
ントリーシート

面接・ディスカッ
ション

制度と
問題解決

就職準備セミナー

入門日本語１ 【基礎日本語】 入門日本語２ 【基礎日本語】

理系留学生のための日本語リテラ
シー入門【基礎からのレベルアップ】

事前指導

ビジネス
日本語教育

留学生就職促進プログラム履修モデル（プログラム開講授業）

インター
ンシップ

事後指導
報告会

事前指導
インター
ンシップ

事後指導
報告会

学部生
履修モデル

新
規

大学院生
履修モデル １年生 ２年生

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

改
訂

キャリア教育

インターンシップ
＊10日間2回

共通教育科目（単位付与科目）

就職準備セミナー
就職準備
セミナー

新
規

新
規

新
規

改
訂

改
訂

事前指導
インター
ンシップ

事後指導
報告会

事前指導
インター
ンシップ

事後指導
報告会 10
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愛媛大学キャリア教育設計に特徴的な3つの要素

• 「母国では自己の特性や強みを踏まえたキャリアビジョンにつ
いて検討する機会が乏しい」

• 就職活動での『なぜ日本で就職したいのか？』『将来はどうし
たいのか』 ⇒志や生き方にまで関わるような問いかけ

①動機・性格・信念・
価値観等、潜在的な
個人的属性について

深く考える

• 企業にとって留学生を見極めることが課題（アジア人財資金
構想の調査結果より） ⇒ 学生のニーズと企業のニーズ両
方を深く知ることが求められる

②同じメンバーによ
る継続的支援・教育

• 「外国人であることが企業内で尊重されている」「職場の日本
人との良好な関係が構築できている」⇒「企業への定着志向
を強める」（園田, 2017）

③留学生個々人が
持つ資質能力を直接
的に知る機会の提供
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知識・技能・人脈
Knowledge・skills・network of connection

行動特性・思考特性
Behavioral and thinking characteristics

態度・習慣
Attitude・custom

マインド・価値観・信条
Mindset・values・belief

キャリアを作る要素
What are the elements of career?

（引用：『働き方の哲学』村山昇,2018）

愛媛大学キャリア教育設計に特徴的な3つの要素 その ①



• 「母国では自己の特性や強みを踏まえたキャリアビジョンにつ
いて検討する機会が乏しい」

• 就職活動での『なぜ日本で就職したいのか？』『将来はどうし
たいのか』 ⇒志や生き方にまで関わるような問いかけ

①動機・性格・信念・
価値観等、潜在的な
個人的属性について

深く考える

• 企業にとって留学生を見極めることが課題（アジア人財資金
構想の調査結果より） ⇒ 学生のニーズと企業のニーズ両
方を深く知ることが求められる

②同じメンバーによ
る継続的支援・教育

• 「外国人であることが企業内で尊重されている」「職場の日本
人との良好な関係が構築できている」⇒「企業への定着志向
を強める」（園田, 2017）

③留学生個々人が
持つ資質能力を直接
的に知る機会の提供
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愛媛大学キャリア教育設計に特徴的な3つの要素



自己探求
↓

キャリア形成プラン
作成

↓
就職活動

↓
就職後の活躍のた
めの能力開発支援

同じ
教職員が
継続的
支援

愛媛大学キャリア教育設計に特徴的な3つの要素 その ②
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愛媛大学キャリア教育設計に特徴的な3つの要素
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• 「母国では自己の特性や強みを踏まえたキャリアビジョンにつ
いて検討する機会が乏しい」

• 就職活動での『なぜ日本で就職したいのか？』『将来はどうし
たいのか』 ⇒志や生き方にまで関わるような問いかけ

①動機・性格・信念・
価値観等、潜在的な
個人的属性について

深く考える

• 企業にとって留学生を見極めることが課題（アジア人財資金
構想の調査結果より） ⇒ 学生のニーズと企業のニーズ両
方を深く知ることが求められる

②同じメンバーによ
る継続的支援・教育

• 「外国人であることが企業内で尊重されている」「職場の日本
人との良好な関係が構築できている」⇒「企業への定着志向
を強める」（園田, 2017）

③留学生個々人が
持つ資質能力を直接
的に知る機会の提供



主な内容：

グローカル企業の様々な取り組みについて知ることを通して、地域社会で活躍するグローカ
ル企業が持つ資源（人・もの・環境等）の特色について調査・分析し、経営効果の向上に果
たす外国人や異文化コミュニケーション力を有する日本人（両者を併せてグローバル人材と
呼ぶ）の役割について理解する。

主なテーマ：「コーポレートガバナンス」、「ダイバーシティ経営の効果」、「企業理念とリー
ダーシップ」、「キャリアを作る要素」、「表現としての仕事」、「セルフリーダーシップ」

企業の取組みについて学びながらダイバーシティ活躍について考察する

企業と連携した「キャリア教育」授業その①（共通教育科目）

「留学生と日本人学生が共に学ぶ日本企業理解」（後期開講・2年生後期での履修を推奨・集
中講義）９０分×１５回

到達目標：

16

① 愛媛県を拠点とする企業の海外進出や外国人活躍の状況
について記述することができる
② 海外進出やグローバル人材の活躍が企業の経営効果の

向上に寄与することについて、企業調査・分析結果にもとづい
て説明できる
③ 自己の興味・関心、価値、強みに関連する職種について考
察することができる
④ 自らの就業力を高めるための就業力開発計画を作成する
ことができる



企業の課題に取り組みながら地域ビジネス戦略を学ぶ

企業と連携した「キャリア教育」授業その②（共通教育科目）

「留学生と日本人学生が共に学ぶ地域ビジネス戦略入門」
（後期開講・3年生前期での履修を推奨・集中講義）９０分×１５回

到達目標：

① 地域資源を活用して海外進出やインバウンド向けビジネスに
取り組む企業の状況について説明できる。

② 企業の現状課題を発掘し，新たな地域資源を活用した解決
方法を提案することができる

③ 多文化集団の成長を捉えるフレームワークを用いて、グルー
プ活動を評価できる

④ 多文化環境におけるリーダーシップ開発のための活動計画を
作成することができる

主な内容：

提供される情報（企業見学、職場体験、外国人従業員との情報交
換等）に基づいて、地域資源を活用したビジネス戦略についての
課題を見出しその解決方法を提示できることを目指す。留学生と
日本人学生が協働して課題解決に取り組む中で、多文化集団に
特徴的な障壁や効果について体感し、多様な集団で活躍し続け
るために必要な能力開発計画を作成する。
主なテーマ：企画立案方法、マーケティング手法、自己分析 17



主なテーマ：「国内観光の実態」（世界と日本の観光状況、愛媛の観光状況）、「効果的な集団
活動のための自己開示と傾聴」、「ダーバーシティ組織進化モデル」

社員と共に組織開発を実践的に学ぶ

企業と連携した「キャリア教育」授業その③（共通教育科目）

18

「留学生と日本人学生が共に学ぶ組織開発理論とその実践」
（後期開講・3年生後期での履修を推奨・集中講義）９０分×１５回

到達目標：
① 企業の経営効果を高める価値創造のための新規事業を提案
することができる
② 組織開発の理論を用いて、自己の集団活動を振り返り、組織
の成長について解説することができる
③ 多文化集団活動における自己の強みと、伸ばすべき点とその
方法について整理することがきる

主な内容：

社員と共に課題に取り組み、企業の経営効果を高める新しい価
値創造の手法について学ぶ。また、活動を通して、多様なメン
バーで構成される集団の機能を最大化するための組織開発理論
について整理し、理論と実践の往還を通して社会で活用するスキ
ルを身につける。



「Win-Win」インターンシップ

〔受入企業の声〕

・刺激があった。外国人と接する機会が少ない
ので、チームの団結が必要ということで、職場で
ちょっとした勉強会を開いたりした。

・社員同士が英語を教え合ったり、普段見られ
ないコミュニケーションが見られた。

・どの部署でも「自分たちが学んだ」という声が

聞かれた。

・自分たちの業務内容の把握にもつながって良か

った。

・日本人学生が１人入っていたので気分的には

非常に楽であった。
・今回の受け入れ経験、学生の感想を参考に、
次回はさらに充実したカリキュラムを準備したい。
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“どんな企業で働きたいか” ― プログラム受講生の声

• 住む地域はなるべく家賃が高くない所で働きたい（台湾・法文学部）

• 会社のある地域は、周りにリラックスできる環境を持ち、生活しやすいところに就
職したい。（マレーシア・工学部）

• 大企業ではなくて、中小企業に就職したい。中小企業の方がみんな仲よく出
来る感じがする。（中国・法文学研究科）

• 大都会の企業ではなく、地方の企業で働きたい。その企業は中小企業で、社員
は成長しながら、楽しく働ける。（中国・法文学研究科）

生活しやすい地方企業
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”It takes a whole village・・“
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ご清聴
ありがとうございました


